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２０２０年東京オリンピックへ向け！ 

本校中学３年 H 組 北園 丈琉君が２０２０年東京への期待の選手として、産経新聞 4 月１９日

（水）夕刊に掲載されました。中学生で全日本選手権に出場し、現世界チャンピオンの内村選手も絶

賛しています。大きな夢に向かって頑張っていきますので応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年 アジアジュニア体操競技選手権大会 

 本校中学３年 H 組 北園 丈琉君が日本代表として参加しました。この大会は、ジュニアの大会

で１８歳以下の選手集う大会です。中国選手をはじめ各国の代表や日本の代表もほぼ 17,８歳の選手

が競う中丈琉君は１５歳という最年少で参加しました。そんな中、日本の団体総合優勝に大きく貢献

するとともに種目別の平行棒でみごとに銀メダルを獲得しました。また、吊り輪でも８位入賞という

結果でした。 

 この時期に吊り輪で入賞を果たすことは、身体的にまだまだ成長過程である中学生にとって至難の

業と言えるでしょう。さらに平行棒では、一位とわずか０．００５差というまれにみる僅差でした。

このことは、メダルを獲得した喜びとともに着地一歩の差でメダルの色が変わるという非常に悔しい

思いもしました。2020 東京を目指すうえで貴重な経験となり今後の彼の飛躍が大いに期待できるこ

とになりました。 

 

 

表彰式終了後、梅本先生と 
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平成 29 年度 大阪府インターハイ予選兼国体予選 

期  日：平成 29 年 5 月 27・28 日 

場  所：大阪市中央体育館 

結  果：インターハイ予選 

      団体総合優勝（インターハイ団体出場決定） 

      個人総合 優勝 三 輪 哲 平 (2 文 C ) 

              2 位 守 能 慧 太 (3 六 B ) 

              3 位 石 澤 大 翔 (2 文 C ) 

              4 位 岡 本 健 吾 (3 文 D ) 

              5 位 黒 木 聖 哉 (3 文 D ) 

              6 位 木 下   渚 ( 1 文 F ) 

              7 位 森 原 康 貴 (1 文 F ) 

 

 大阪の今年のインターハイ出場を争う、インターハイ予選が行われ上記のように今年は、個人総合

でも 1 位～7 位を本校生徒が独占し、団体だけでなく個人枠の 2 名も本校生徒で占めることができま

した。まだまだ、今年の前哨戦ですが、幸先の良いスタートが切れました。インターハイ本番までの

あと 2 か月余りでさらに実力をつけ 8 月のインターハイでは、是非 2 年ぶりの優勝を勝ち通ってほ

しいものです。 

 

      国民体育大会大阪府予選 

      個人総合 優勝 三 輪 哲 平 (2 文 C ) 

              2 位 北 園 丈 琉 (中３H) 

              3 位 石 澤 大 翔 (2 文 C ) 

              4 位 木 下   渚 (1 文 F ) 

              5 位 黒 木 聖 哉 (3 文 D ) 

              6 位 岡 本 健 吾 (3 文 D ) 

              7 位 森 原 康 貴 (1 文 F ) 

 

 同時に行われた大阪府の国体予選も上位 7 位までを独占し本校単独のメンバーで本校梅本英貴先

生監督のもと今年の国体へ参加することになりました。 

 今回結果を見ていただいておわかりでしょうが、中学 3 年生の北園丈琉君が 2 位に入り大阪府の

代表選手に選ばれました。先に行われた、アジアジュニアから帰国後 5 日後にもかかわらず見事な結

果でした。東京五輪を目指す新星も加わり、今後は、優勝へ向けて大いに健闘してほしいものです。 
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平成 29 年度 近畿高等学校体操競技選手権大会 
 

期  日： 平成 29 年 6 月 17・18 日 

場  所： 和歌山県立体育館 

結  果： 団体総合優勝 

      個人総合 優勝 三 輪 哲 平 (2 文 C ) 

           2 位 守 能 慧 太 (3 六 B ) 

            4 位 岡 本 健 吾 ( 3 文 D ) 

            5 位 石 澤 大 翔 ( 2 文 C ) 

            6 位 黒 木 聖 哉 ( 3 文 D ) 

      種目別 ゆか 優勝  岡 本 健 吾 ( 3 文 D ) 

          鞍馬 優勝  石 澤 大 翔 ( 2 文 C ) 

          吊輪 優勝  三 輪 哲 平 ( 2 文 C ) 

          跳馬 優勝  三 輪 哲 平 ( 2 文 C ) 

           平行棒 優勝 三 輪 哲 平 ( 2 文 C ) 

          鉄棒 優勝  石 澤 大 翔 ( 2 文 C ) 
 

  今年のインターハイへ向けての各地区で前哨戦として戦われる近畿大会。今年は 2 位の洛南高校

が肉薄するかとの前評判の中、終わってみれば、団体総合では、10.00 以上の差をつけての圧勝。個

人総合も 3 位に洛南に入られたものの 6 位までに 5 名が清風。種目別においても全種目優勝とまさ

に近畿に敵なしの結果でした。一ケ月半後のインターハイへ向け順調に仕上がってきています。これ

に甘んじることなく、さらなる成長を成し遂げ 3 年ぶりの全国制覇を目指して頑張っていきたいと思

います。応援よろしくお願いします。 

 

 

平成29 年度 全国高等学校体操競技選手権大会 
 

期  日： 平成 29 年 8 月 2～4 日 

場  所： 酒田市国体記念体育館 

結  果： 団体総合 4 位 

      個人総合 4 位   三 輪 哲 平 (2 文 C ) 

    種目別 鞍馬 3 位   石 澤 大 翔 (2 文 C ) 

        平行棒 3 位   三 輪 哲 平 (2 文 C ) 
 

 最後まで優勝争いは、繰り広げたものの結果は、４位と残念な結果に終わってしまいました。 

この悔しさを忘れず来年は、必ず団体優勝するとともに、個人総合、種目別全種目優勝という大きな

目標を掲げ、これを達成するべく精進していきたいと思います。 
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平成 29 年度 全日本ジュニア操競技選手権大会 
 

期  日： 平成 29 年 8 月 13～17 日 

場  所： 横浜文化体育館 

結  果： 1 部 団体総合 3 位 

         個人総合 3 位 三 輪 哲 平 (2 文 C ) 

       種目別 鞍馬 3 位  三 輪 哲 平 ( 2 文 C ) 

          平行棒 2 位 三 輪 哲 平 (2 文 C ) 

      2 部 個人総合 優勝 末次 耕太郎 (中３H) 

       種目別 鞍馬 優勝 末次 耕太郎 (中３H) 

            鉄棒 2 位 末次 耕太郎 (中３H) 
 

１部では、インターハイに続き優勝を逃してしまい、さらに悔しい思いをしました。 

ただ、２部に出場した中学生の末次耕太郎選手は、個人総合優勝という輝かしい結果を出してくれま

した。 

２部には、高校生も多数出場する中この結果は、中学生チャンピオンというにふさわしい結果で来年

以降高校に進学し、さらに活躍が期待できます。 

 

２０１７年 国際ジュニア操競技選手権大会 

期  日： 平成 29 年 9 月 16～18 日 

場  所： 横浜文化体育館 

結  果： 個人総合 優勝  三 輪 哲 平 (2 文 C) 

     種目別 鉄棒 5 位  三 輪 哲 平 (2 文 C) 

         平行棒 優勝  三 輪 哲 平 (2 文 C ) 
 

２年に一度開催されるこの大会は、中国をはじめ世界の強豪が集う次世代のオリンピックを占う大会

です。 

インターハイ・全日本ジュニアの悔しさをバネに日本代表として見事な結果を納めてくれました。 

今後２０２０年東京オリンピックも含めて将来大いに期待できる内容であり、喜ばしいことです。 

ぜひ来年以降の結果もご期待ください。 

 

 

 

 

 

 

個人総合優勝 ： 末次 耕太郎（中 3H） 

個人総合優勝：三輪 哲平（2 文 C） 

 

個人総合表彰式 
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平成 29 年度 全国選抜大会出場選手決定！ 
 
 

さる、１１月４日大阪府新人大会が全国選抜の予選を兼ねて実施されました。 

団体・個人総合優勝は、もちろんですが以下の選手が３月に行われる全国高等学校体操競技選手権大

会に出場が決まりましたのでお知らせします。 

来年の主力となるメンバーです。冬場にしっかり練習して全国選抜でも良い結果が残せるよう頑張っ

ていきます。応援よろしくお願いします。 

 

 

 

 

2017 フューチャーカップ 

  日   時  2017年 11月 25日 

  場   所  オーストリア・リンツ 

  参加選手  戎 耀汰（中１Ｉ） 

  成  績   団体総合（日本）3 位 

         個人総合（Ｕ１４）戎 耀汰（中１Ｉ） 
 

 この大会は、日本が参加を初めて 20 数年を重ねてきました。 

日本体操界のジュニア選手の登竜門的試合で、多くのオリンピック選手が参加した大会です。 

今年度は、本校から中学 1 年生の戎 耀汰が自身初の日本代表として初の海外遠征に参加しました。 

結果は、上記の通り団体総合で 3 位、個人総合では、発育期で年齢による差が激しいＵ１４の部門で

見事 6 位の好成績を収めました。 

今後は、今回の海外経験を生かして大いに羽ばたいていって欲しいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２文 C 石澤大翔  

 

２文 C 三輪哲平 １文 F 近江奎太   

 

１文 F 木下渚   

 

１文 F 森原康貴 

  

 

※ 団体総合表彰式 

  

 

※ 戎選手 吊輪の演技 
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平成 29 年度 全国高等学校体操競技選抜選手権大会 

  日   時  平成 30 年 3月 25日 

  場   所  宮城県総合運動公園総合体育館 

  結 果 

  個人総合      優勝 : 三輪哲平（２文Ｄ） 

  種目別 あん馬   優勝 : 石澤大翔（２文Ｄ） 

     跳馬    ２位 : 三輪哲平（２文Ｄ） 

     平行棒   優勝 : 三輪哲平（２文Ｄ） 

            ４位 : 石澤大翔（２文Ｄ） 

     鉄棒    優勝 : 石澤大翔（２文Ｄ） 

            ４位 : 三輪哲平（２文Ｄ） 

概 況 

今年度最後の大会となる全国選抜大会が宮城県で開催されました。 

今年度最後とはいえ、実質平成３０年度のシーズンのスタートの大会といえるこの大会は、今年１年

を展望する上で非常に重要な大会と言えます。 

長い冬場を終え今シーズン最初の試合であるこの大会は、高校生にとっては、冬に取り組んできた演

技の初披露であり、調整の難しい大会である。 

そんな中、４月から２名キャプテンとして既に活動を始めている、三輪・石澤の両名が上記のような

結果を残してくれたことは、大変大きな成果と言える。 

そして、４月からは、清風中学から進級する北園・末次のすでにジュニアナショナルのメンバーであ

る２名が入学し、新２，３年の在校生も含め団体のメンバー争いが熾烈になるほどの高いレベルの選

手が揃っており、夏のインターハイでは、３年ぶりの優勝に向けて素晴らしいスタートを切ることが

できた。 

今後は、学内での選考争いの中でメンバーがさらに実力をつけてインターハイでの団体優勝はもちろ

ん全日本ジュニア・国体も含めた高校 3 冠を目指しチーム一丸となって頑張っていきますので応援よ

ろしくお願いします。 
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